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表 _甲斐国分寺跡（対象範囲）
区域 指定等 範囲 区域の特徴

A 史跡指定 史跡指定範囲

史跡に指定されており、本計画で主とし
て取り扱う区域。大部分が公有地化され
ており、発掘調査によって重要な遺構が
確認されているが、今後も発掘調査によっ
て遺構を確認する必要がある。

B 周知の埋蔵文化財
包蔵地 史跡周辺（参考範囲）

周知の埋蔵文化財包蔵地（甲斐国分寺跡）
に含まれる区域。開発に伴う試掘調査な
ど必要に応じて発掘調査を行い、調査研
究成果によって追加指定を検討していく。

表 _甲斐国分尼寺跡（対象範囲）
区域 指定等 範囲 区域の特徴

A 史跡指定 史跡指定範囲

史跡に指定されており、本計画で主とし
て取り扱う区域。大部分が公有地化され
ているが、発掘調査等を行い、地下遺構
等の確認を行う必要がある。

B 周知の埋蔵文化財
包蔵地 史跡周辺（参考範囲）

周知の埋蔵文化財包蔵地（甲斐国分尼寺
跡）に含まれ、今後保護を要する区域。
開発に伴う試掘調査など必要に応じて発
掘調査を行う。



97

凡例
…A区域（計画範囲）

…B区域（史跡周辺）

…確定遺構範囲

…想定遺構範囲
0m 50m

講堂跡

金堂跡

塔跡

回廊跡
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凡例
…A区域（計画範囲）

…B区域（史跡周辺）

…想定遺構範囲 0m 50m

講堂跡

金堂跡

回廊跡
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表 _保存方法
種別 要素種別 構成要素 保存方法

史跡の本質的価値
を構成する要素
（構成要素 A）

建物遺構 甲斐国分寺跡：塔跡、金堂跡、
講堂跡、回廊跡、中門跡、西基
壇建物跡、僧坊跡

甲斐国分尼寺跡：金堂跡、講堂跡、
回廊跡

• 史跡の本質的価値の確実な保存に努めるととも
に、遺構のき損やそのおそれのある箇所について
の把握を行う。
• 地下遺構については保存のための必要な調査の計
画・実施により、遺構面までの深度を把握すると
ともに詳細を把握し、適切な保存方法を検討する。
• 出土遺物については温度や湿度等が適切に管理さ
れた施設内で収蔵し、遺物の破損や変色等がない
ように維持管理を行う。
• 調査研究によって明らかになった成果をもとに、
本質的価値の見直しを検討する。

その他遺構 甲斐国分寺跡：金堂前石敷広場、
金堂・講堂間石敷広場、土壇状
遺構、区画溝、その他地下遺構等

甲斐国分尼寺跡：北辺築地塀跡、
区画溝、その他地下遺構等

出土遺物 国分寺・国分尼寺造営期の遺物

史跡の本質的価値
に準じる要素
（構成要素 B）

遺構 国分寺・国分尼寺造営期以外の
遺構

• 造営期以外の遺構については、内容の把握を行い、
可能な限り保存に努める。保存が不可能な場合は、
記録保存を行う。

出土遺物 国分寺・国分尼寺造営期以外の
出土遺物

• 出土遺物については温度や湿度等が適切に管理さ
れた施設内で収蔵し、遺物の破損や変色等がない
ように維持管理を行う。

史跡の歴史的景観
を構成する要素
（構成要素 C）

公有地・私有地歴史的景観 • 眺望を確保するために、視点場の維持管理に努め
るとともに、眺望景観の保全に向けた方針の検討
を行う。

公有地 自然地形 • 地形改変が起こらないよう、適切に維持管理を行
う。また、自然災害の発生により、地形改変が起
きた場合は、速やかに現状復旧できるよう措置に
ついて検討を行う。

史跡の保存・活用
に有効な要素
（構成要素D）

保存・管理に
資する要素

標識、説明板、境界標、コンテナ・
プレハブ、芝張り・盛土

• 私有地との境界が明示されていない場所について
は、境界標などにより明示するよう努める。また、
標識、説明板、境界標については、史跡を適切に
保存するための要素として、破損や移動等がない
ように適切に日常の維持管理を行う。
• コンテナ・プレハブ については、史跡の適切な
保存に資するよう、老朽化した場合には改修や更
新等の維持管理を行う。
• 芝張りについては、日常の維持管理により史跡の
適切な保存に努める。

活用に資する
要素

サイン類（解説板・案内板等）、
植生、復元整備

• サイン類（解説板・案内板等）については、工事
やいたずら等により破損や移動等がないよう、日
常の維持管理により適切な保存管理に努める。
• 復元表示が破損、老朽化した場合は、修復方法を
検討する。また、修復が不可能な場合は撤去を検
討する。
• 私有地の植生については、当面の間適正な維持管
理をしていただくよう、所有者等に協力を求める。

その他の要素
（構成要素 E）

建築物、工作
物、その他

建物、畑地灌漑施設、畑地区画
石垣、電柱、道路、石造物、遺
構に悪影響を与える樹木、その
他撤去すべき要素等

• 取扱い基準を定め、 史跡の適切な保存を図る。
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表 _現状変更の取扱い基準（両史跡共通）
種別 取扱い基準

建築物

新築 原則として認めない。

増改築 既存建築物が建てられている土地において、既存建築物の全部または一部を取り壊し、
建築物を改築する場合、既存範囲内での増改築を認める。

除却 史跡への影響を最小限としたうえで認める。

工作物

新設 原則として認めない。 
ただし、史跡の保存・管理、活用、整備、防災等に関わるもの及び公益上必要なもの、
土地所有者等の生活に必須のものに限り、景観への影響が必要最小限かつ遺構の保存
に支障を与えない範囲で認める。

補修・改修 補修または同一箇所への改修について、景観への影響が必要最小限かつ遺構の保存に
支障を与えない範囲で認める。

除却 史跡への影響を最小限としたうえで認める。

道路

新設・拡幅については原則として認めない。 
舗装及び改修については公益上必要になるものに限り、景観への影響が必要最小限か
つ遺構の保存に支障を与えない範囲で認める。
除却については史跡への影響を最小限としたうえで認める。

水路

新設・拡幅については原則として認めない。 
改修については公益上必要になるものに限り、景観への影響が必要最小限かつ遺構の
保存に支障を与えない範囲で認める。
除却については史跡への影響を最小限としたうえで認める。

自然物 
その他

地形変更 畑作・営農以外は原則として認めない。（僧） 
ただし、史跡の保存・管理、活用、整備、防災等に関わるものに限り、景観への影響
が必要最小限かつ遺構の保存に支障を与えない範囲で認める。

木竹の伐採・植栽 伐採及び植栽は、史跡の保存・管理、活用、整備に関わるものに限り認める。
伐根については、史跡への影響が最小限であり、営農に関わるもの及び景観上支障の
あるものについてのみ認める。

発掘調査 史跡の保存・管理、活用、整備上必要な発掘調査に限り最小限の範囲で認める。

※…取扱い基準欄における文末の「（僧）」は、甲斐国分寺跡のみ該当することを示す。
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※ 1…史跡内で現状変更行為を計画している場合や、行為が許可申請にあたるかどうか不明な場合は、
市教育委員会にご相談をお願いします。



103



104

表 _現状変更等の許可申請区分（甲斐国分寺跡）1/2

種別 行為 許可
権者 現況 想定される行為の例

建築物

新築、増築、改築 文化庁 ・住宅 
・倉庫

・住宅の改築・増築・修理・除却 
・倉庫の改築・修理・除却

除却（建築又は設置から 50 年を経過
したもの）

文化庁

除却（建築又は設置から 50 年を経過
していないもの）

市

2年以内の期限をもって設置される小
規模建築物の新築、増築、改築

市 ・仮設プレハブ ・仮設プレハブ等の設置・修理・除却

工作物

設置（土地の形状の変更を伴うもの）、
改修、除却（設置から 50 年を経過し
たもの）

文化庁 ・遺構表示 
・畑地区画石垣 
・石積み 
・井戸 
・柵 
・コンクリート基礎 
・かろうと跡 
・ベンチ
・道路標識
・消火栓 
・案内板
・解説板 
・注意看板 
・外灯
・墓碑

・遺構表示の設置・改修・更新・修正 
・石垣、石積みの修理・除却 
・井戸の除却 
・柵の設置・改修・除却 
・コンクリート基礎の除却 
・ベンチの設置・改修・除却・移設 
・案内板、解説板、注意看板の設置・改修・
更新・修正 
・道路付属物の設置・改修
・消火栓の改修
・外灯の改修
・墓碑の改修・撤去

設置（土地の形状の変更を伴わないも
の）、改修、除却（設置から 50 年を経
過していないもの）

市

史跡名勝天然記念物標識等設置基準規
則に定められた標識類の設置（土地の
形状の変更を伴うもの）、改修、除却（設
置から 50 年を経過したもの）

文化庁 ・標識 
・説明板 
・注意札

・史跡の管理に必要な標識、説明板、標
柱及び注意札、境界標、囲い、その他の
施設の設置、改修 
・説明板等の同質、同形、同色の補修

史跡名勝天然記念物標識等設置基準規
則に定められた標識類の設置（土地の
形状の変更を伴わないもの）、改修、
除却（設置から 50 年を経過していな
いもの）

市

電柱、電線、水管、下水道管、その他
これらに類する工作物の設置、改修

市 ・電柱 
・送電線 
・畑地灌漑設備 
・地下埋設物

・電柱、控柱、支柱の改修 
・電気通信事業に係る支持物、電線、が
いし、架空地線、通信線、支線（共同支線・
普通支線）、支柱、機器類（開閉器、子局、
変圧器等）、接地線、その他付属品の新設・
除却・移設・建替・取替・点検・補修工
事 
・畑地灌漑設備、その他地中残置物の除
却

※規模が大きい場合は、文化庁許可とな
ることがある。
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表 _現状変更等の許可申請区分（甲斐国分寺跡）2/2

種別 行為 許可
権者 現況 想定される行為の例

道路 
水路

道路の舗装、修繕（土地
の形状の変更を伴うもの）

文化庁 ・市道 
・農道 
・その他道路 
・水路

・道路の改良（舗装改良、美装化、道路
排水設備の設置） 
・道路の維持管理に必要な補修等（掘削
を伴わないオーバーレイ等） 
・水路の改良・補修・移設

道路の舗装、修繕（土地
の形状の変更を伴わない
もの）

市

水路の修繕（土地の形状
の変更を伴うもの）

文化庁

水路の修繕（土地の形状
の変更を伴わないもの）

市

木竹

伐採（抜根を伴うもの）、
植栽、植樹、抜根

文化庁 ・植栽 
・樹木

・史跡の保存活用、景観形成等に必要な
植栽 
・抜根を伴う伐採 
・表土の範囲を超えた植替え

伐採（抜根を伴わないも
の）

市 ・支障木、枯損木の伐採 
・抜根を伴わない伐採

地形 地形改変を伴う行為 文化庁 ・掘削、切土、盛土、その他の土地の改変

発掘調査等
学術調査 文化庁 ・史跡の保存活用及び整備に必要な、遺構保存を前提と

した発掘調査等
試料採取 市 ・史跡の保存のために必要な試験材料の採取

維持の措置

史跡がき損、衰亡している場
合の復旧、その拡大を防ぐ応
急措置、復旧が困難な場合
の除却

許可申請不要
（文化財保護
法第 125 条但
し書き）

・遺構がき損した場合、もしくはその恐れのある場合の
復旧、応急措置、危険除去等（当該箇所への盛土によ
る保護や土のう設置等の養生等）

非常災害のために必
要な応急措置

非常災害時、もしくはそ
の発生が予測される場合
に応急的に取られる応急
措置

・倒壊した工作物の除去、倒木・危険木等の伐採、除却
等

保存に影響を及ぼす
行為で影響の軽微で
ある場合

史跡内外における、史跡
の保存に影響を及ぼす行
為の影響が軽微である場
合

・表土の範囲で行われる耕うん等の営農行為 
・史跡内における、地下に影響を与えない低速走行で振
動等を抑えた、資材・機材運搬及び作業車の乗り入れ 
・史跡内建築物の同色への色の塗り替え 
 
 
ただし、上記例は規模や程度により許可が必要となる
ため、事前相談を要する

現状変更等に該当し
ない行為

土地の形状変更を伴わな
い土地・植生の日常的な
管理行為

許可申請不要 ・道路側溝等の清掃管理 
・史跡内の除草・砂利管理 
・日常的な花卉・樹木管理（剪定、枝打ち、樹木処理）、
下草刈り

土地の形状変更を伴わな
い工作物などの維持・修
繕・設置・除却

・電気通信事業に係る送電・通信線の維持管理（土地の
形状の変更を伴わないもの） 
・電気通信事業に係る送電・通信線への防護カバー（ポ
リ管など）取付・除却（土地の形状の変更を伴わない
もの） 
・電気通信事業に係る支持物の継柱取付・除却（土地の
形状の変更を伴わないもの） 
・電気通信事業に係る電気供給のためのメーター等の新
設・除却・取替（土地の形状の変更を伴わないもの）
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表 _現状変更等の許可申請区分（甲斐国分尼寺跡）1/2

種別 行為 許可
権者 現況 想定される行為の例

建築物

新築、増築、改築 文化庁 ・住宅 
・倉庫

・住宅の改築・増築・修理・除却

除却（建築又は設置から 50 年を経過
したもの）

文化庁

除却（建築又は設置から 50 年を経過
していないもの）

市

2年以内の期限をもって設置される小
規模建築物の新築、増築、改築

市 ・仮設プレハブ等の設置・修理・除却

工作物

設置（土地の形状の変更を伴うもの）、
改修、除却（設置から 50 年を経過し
たもの）

文化庁 ・畑地区画石垣 
・石積み 
・擁壁 
・コンクリートたたき 
・案内板
・解説板 
・道路標識 
・消火栓

・遺構表示の設置・改修・更新・修正 
・石垣、石積み、擁壁の修理・除却
・コンクリートたたきの除却 
・案内板、解説板、注意看板の設置・改修・
更新・修正 
・道路付属物の設置・改修
・消火栓の改修

設置（土地の形状の変更を伴わないも
の）、改修、除却（設置から 50 年を経
過していないもの）

市

史跡名勝天然記念物標識等設置基準規
則に定められた標識類の設置（土地の
形状の変更を伴うもの）、改修、除却（設
置から 50 年を経過したもの）

文化庁 ・標識 
・説明板

・史跡の管理に必要な標識、説明板、標
柱及び注意札、境界標、囲い、その他の
施設の設置、改修 
・説明板等の同質、同形、同色の補修

史跡名勝天然記念物標識等設置基準規
則に定められた標識類の設置（土地の
形状の変更を伴わないもの）、改修、
除却（設置から 50 年を経過していな
いもの）

市

電柱、電線、水管、下水道管、その他
これらに類する工作物の設置、改修

市 ・電柱 
・送電線 
・畑地灌漑設備 
・地下埋設物

・電柱、控柱、支柱の改修 
・電気通信事業に係る支持物、電線、が
いし、架空地線、通信線、支線（共同支線・
普通支線）、支柱、機器類（開閉器、子局、
変圧器等）、接地線、その他付属品の新設・
除却・移設・建替・取替・点検・補修工
事 
・畑地灌漑設備、その他地中残置物の除
却

※規模が大きい場合は、文化庁許可とな
ることがある。
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表 _現状変更等の許可申請区分（甲斐国分尼寺跡）2/2

種別 行為 許可
権者 現況 想定される行為の例

道路 
水路

道路の舗装、修繕（土地
の形状の変更を伴うもの）

文化庁 ・市道 
・水路

・道路の改良（舗装改良、美装化、道路
排水設備の設置） 
・道路の維持管理に必要な補修等（掘削
を伴わないオーバーレイ等） 
・水路の改良・補修・移設

道路の舗装、修繕（土地
の形状の変更を伴わない
もの）

市

水路の修繕（土地の形状
の変更を伴うもの）

文化庁

水路の修繕（土地の形状
の変更を伴わないもの）

市

木竹 伐採（抜根を伴うもの）、
植栽、植樹、抜根

文化庁 ・植栽 
・樹木

・史跡の保存活用、景観形成等に必要な
植栽 
・抜根を伴う伐採 
・表土の範囲を超えた植替え

伐採（抜根を伴わないも
の）

市 ・支障木、枯損木の伐採 
・抜根を伴わない伐採

地形 地形改変を伴う行為 文化庁 ・掘削、切土、盛土、その他の土地の改変

発掘調査等 学術調査 文化庁 ・史跡の保存活用及び整備に必要な、遺構保存を前提と
した発掘調査等

試料採取 市 ・史跡の保存のために必要な試験材料の採取

維持の措置 史跡がき損、衰亡してい
る場合の復旧、その拡大
を防ぐ応急措置、復旧が
困難な場合の除却

許可申請不要
（文化財保護
法第 125 条但
し書き）

・遺構がき損した場合、もしくはその恐れのある場合の
復旧、応急措置、危険除去等（当該箇所への盛土によ
る保護や土のう設置等の養生等）

非常災害のために必
要な応急措置

非常災害時、もしくはそ
の発生が予測される場合
に応急的に取られる応急
措置

・倒壊した工作物の除去、倒木・危険木等の伐採、除却
等

保存に影響を及ぼす
行為で影響の軽微で
ある場合

史跡内外における、史跡
の保存に影響を及ぼす行
為の影響が軽微である場
合

・史跡内における、地下に影響を与えない低速走行で振
動等を抑えた、資材・機材運搬及び作業車の乗り入れ 
・史跡内建築物の同色への色の塗り替え 
 
 
ただし、上記例は規模や程度により許可が必要となる
ため、事前相談を要する

現状変更等に該当し
ない行為

土地の形状変更を伴わな
い土地・植生の日常的な
管理行為

許可申請不要 ・道路側溝等の清掃管理 
・史跡内の除草・砂利管理 
・日常的な花卉・樹木管理（剪定、枝打ち、樹木処理）、
下草刈り

土地の形状変更を伴わな
い工作物などの維持・修
繕・設置・除却

・電気通信事業に係る送電・通信線の維持管理（土地の
形状の変更を伴わないもの） 
・電気通信事業に係る送電・通信線への防護カバー（ポ
リ管など）取付・除却（土地の形状の変更を伴わない
もの） 
・電気通信事業に係る支持物の継柱取付・除却（土地の
形状の変更を伴わないもの） 
・電気通信事業に係る電気供給のためのメーター等の新
設・除却・取替（土地の形状の変更を伴わないもの）
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※ 1…文化財、博物館・美術館などの特別な会場をイベント・会議・レセプション等に活用する取組。まちづくり、
イベント、観光における体験の提供だけでなく、文化財、博物館・美術館などの魅力をより多くの方に知ってい
ただくきっかけにもなる。
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地元自治会

観光協会

関連団体

笛吹市

土地所有者

関係部局

史跡甲斐国分寺跡・国分尼寺跡
保存整備専門委員会　等

市民

近隣の施設等

国分寺・国分尼寺
が所在する自治体

関係機関

文化庁

山梨県

教育委員会
文化財課

指導・助言

調整
協力・連携

指導・助言

協力・連携
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項目 /期間 短期計画
（～ R10）

中・長期計画
（～ R20）

保存・管理

調査研究の継続的な実施

発掘調査、史料調査

地上遺構の状態に関する調査

その他必要な調査

指定地外に係る確認調査

現状変更行為の制限 現状変更に係る周知等

適切な日常管理 除草、消毒、日常の点検等

追加指定 追加指定の検討

公有地化 公有地化

活用

教育における活用

パンフレット・ガイドブック
の作成・配布
出前授業等メニュー作成

出前授業・歴史講座

博物館等での展示

観光における活用

周遊ルート検討

観光事業の検討・実施

多言語化の検討・整備

まちづくりにおける活用
現地ガイドの養成

現地ガイドによる案内

情報発信の強化

デジタルコンテンツの検討

デジタルコンテンツの整備・活用
現地説明会・史跡めぐり・講
演会等の開催
HP等での発信

整備

整備計画

整備基本計画

基本設計

実施設計

保存のための整備
地下遺構・地上遺構の保護

史跡境界の明示

活用のための整備

地下遺構の顕在化

環境整備

案内板・解説板の設置・管理

ガイダンス施設・機能の検討

運営・体制
の整備

保存活用整備の体制

庁内の体制整備

専門職員の配置

外部有識者等の指導・助言

地域との協力
周知啓発

ワークショップ等の開催

計画管理
経過観察

計画の見直し

凡例
…実施　　　　　　　…準備期間（必要に応じて実施）　　　　　　　…継続期間
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項目 /期間 短期計画
（～ R10）

中・長期計画
（～ R20）

保存・管理

調査研究の継続的な実施

発掘調査、史料調査

地上遺構の状態に関する調査

その他必要な調査

指定地外に係る確認調査

現状変更行為の制限 現状変更に係る周知等

適切な日常管理 除草、消毒、日常の点検等

追加指定 追加指定の検討

公有地化 公有地化

活用

教育における活用

パンフレット・ガイドブック
の作成・配布
出前授業等メニュー作成

出前授業・歴史講座

博物館等での展示

観光における活用

周遊ルート検討

観光事業の検討・実施

多言語化の検討・整備

まちづくりにおける活用
現地ガイドの養成

現地ガイドによる案内

情報発信の強化

デジタルコンテンツの検討

デジタルコンテンツの整備・活用
現地説明会・史跡めぐり・講
演会等の開催
HP等での発信

整備

整備計画

整備基本計画

基本設計

実施設計

保存のための整備
地下遺構・地上遺構の保護

史跡境界の明示

活用のための整備

地下遺構の顕在化

環境整備

案内板・解説板の設置・管理

ガイダンス施設・機能の検討

運営・体制
の整備

保存活用整備の体制

庁内の体制整備

専門職員の配置

外部有識者等の指導・助言

地域との協力
周知啓発

ワークショップ等の開催

計画管理
経過観察

計画の見直し

凡例
…実施　　　　　　　…準備期間（必要に応じて実施）　　　　　　　…継続期間
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表 _自己点検表（1/2）
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表 _自己点検表（2/2）
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